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恩
賜
林
組
合
よ
り�

„
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律�

　
　
　
相
談   

“ 

の
お
知
ら
せ�
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能
力
開
発
講
座�

国
保
に
加
入
す
る
日
・
や
め
る
日�

定
期
演
奏
会�

���

県
立
富
士
河
口
湖
高
校�

吹
奏
楽
部
第
七
回
定
期
演
奏
会�

�

■
日
　
時�

　
平
成
十
四
年
六
月
九
日
（
日
）�

　
開
場
　
午
後
一
時
三
十
分�

　
開
演
　
午
後
二
時�

■
場
　
所�

　
富
士
五
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

・
ゲ
ス
ト
　
深
沢
　
好
久�

・
曲
　
目
　
狂
詩
曲
「
ス
ペ
イ
ン
」�

　
　
　
　
　H

A
R
R
Y
  PO

T
T
E
R

　
他

■
入
場
料
　
無
　
料�

■
お
問
い
合
わ
せ�

　
〇
五
五
五
ー
七
三
ー
二
五
一
一�

　
　
　
　
　
　
　
顧
問
（
堀
内
）
ま
で�

�

県
立
吉
田
高
校
　
吹
奏
楽
部
　�

　
　
　
　
　
　
　
定
期
演
奏
会�

　�吉
田
高
校
吹
奏
楽
部
で
は
、
左
記
に
よ

り
定
期
演
奏
会
を
行
い
ま
す
。
今
年
は

「
世
界
一
周
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
皆
さ

ん
に
親
し
み
や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
て

い
ま
す
。
ご
家
族
、
ご
近
所
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
ご
来
場
下
さ
い
。�

■
日
　
時�

　
平
成
十
四
年
六
月
十
四
日
（
金
）�

　
開
場
　
午
後
六
時
三
十
分�

　
開
演
　
午
後
七
時�

■
場
　
所�

　
富
士
五
湖
文
化
セ
ン
タ
ー�

■
入
場
料
　
二
百
円
（
前
売
り
・
当
日

　
　
　
　
　
売
り
共
に
）�

■
お
問
い
合
わ
せ�

　
〇
五
五
五
ー
二
二
ー
二
五
四
〇�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鬼
丸
ま
で�
�

�����

●
加
入
す
る
日�

（
国
保
の
資
格
が
発
生
す
る
日
）�

・
転
入
し
た
日�

・
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
日�

・
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
日�

・
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
日�

●
や
め
る
日�

（
国
保
の
資
格
が
な
く
な
る
日
）�

・
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
へ
加
入
し
た

　
日
の
翌
日�

・
死
亡
し
た
日
の
翌
日�

・
他
の
市
区
町
村
へ
転
出
し
た
日
の
翌

　
日
、
又
は
そ
の
日�

・
生
活
保
護
を
受
け
始
め
た
日�

　
以
上
の
と
き
は
十
四
日
以
内
に
必
ず

届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。�

�������

■
相
談
日�

　
平
成
十
四
年
七
月
九
日
（
火
）�

※
期
日
は
、
毎
回
奇
数
月
の
第
二
火
曜

　
日
で
す
。�

　
普
段
お
悩
み
の
こ
と
、
気
に
か
か
る

　
こ
と
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

　
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

■
相
談
料
　
無
　
料�

■
受
付
時
間�

　
午
後
一
時
〜
午
後
二
時�

■
相
談
時
間�

　
午
後
一
時
〜
午
後
四
時�

■
対
象
者
　�

　
富
士
吉
田
市
、
山
中
湖
村
、
忍
野
村

　
の
住
民�

■
場
　
所�

　
恩
賜
林
組
合
（
林
業
セ
ン
タ
ー
内
）�

※
相
談
日
前
や
電
話
で
の
受
付
、
相
談

　
は
致
し
ま
せ
ん
。�

■
お
問
い
合
わ
せ�

　
恩
賜
林
組
合
演
習
地
対
策
課�

　
　
　
　
　
二
二
ー
三
三
五
五
（
代
）�

�����

●
パ
ソ
コ
ン
講
座
・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
回
目
）

・
日
　
程�

　
７
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
６
日
間�

・
時
　
間�

　
午
後
六
時
〜
同
八
時
五
十
分�

・
定
　
員
　
二
十
名�

・
受
講
料
　
二
、
一
〇
〇
円�

●
人
の
扱
い
方
（
Ｔ
Ｗ
Ｉ
・
Ｊ
Ｒ
）�

・
日
　
程�

　
７
月
　
　
　
　
　
　
　
　 

日�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
５
日
間�

・
時
　
間�

　
午
後
六
時
〜
同
八
時�

・
定
　
員
　
十
名�

・
受
講
料
　
一
、
〇
〇
〇
円�

●
シ
ニ
ア
対
象
ワ
ー
プ
ロ
講
座�

　
　
　
　
　
　
　
（
応
用
編
）�

・
日
　
程�

　
７
月
　
　
　
　
　
日
の
３
日
間�

・
時
　
間�

　
午
前
九
時
〜
午
後
四
時�

・
定
　
員
　
二
十
名�

・
受
講
料
　
二
、
一
〇
〇
円�

●
第
二
種
電
気
工
事
士
・
技
能
試
験
準
備
講
座�

・
日
　
程�

　
７
月
　
　
　
日
の
２
日
間�

・
時
　
間�

　
午
前
九
時
〜
午
後
四
時�

・
定
　
員
　
二
十
名�

・
受
講
料
　
二
、
一
〇
〇
円�

●
Ｉ
Ｓ
Ｏ
（
９
０
０
０
シ
リ
ー
ズ
）�

　
基
礎
講
座�

・
日
　
程�

　
７
月
　
　
　
日
の
２
日
間�

・
時
　
間�

　
午
前
九
時
〜
午
後
四
時�

・
定
　
員
　
二
十
名�

・
受
講
料
　
二
、
一
〇
〇
円�

●
ワ
ー
プ
ロ
講
座
・
ワ
ー
ド
（
一
回
目
）�

・
日
　
程�

　
７
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
６
日
間�

・
時
　
間�

　
午
後
六
時
〜
同
八
時
五
十
分�

・
定
　
員
　
二
十
名�

・
受
講
料
　
二
、
一
〇
〇
円�

●
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
の
実
際�

・
日
　
程�

　
７
月
　
　
　
・
８
月
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　   

日
の
８
日
間�

・
時
　
間�

　
午
後
六
時
〜
同
八
時
五
十
分�

・
定
　
員
　
十
名�

・
受
講
料
　
二
、
一
〇
〇
円�

�

★
受
付
期
間�

　
各
講
座
と
も
６
月
３
日
か
ら
開
講
日

の
一
週
間
前
ま
で
、
但
し
定
員
に
な
り

次
第
締
切
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。�

★
お
問
い
合
わ
せ�

　
県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校�

　
℡
〇
五
五
四
ー
四
三
ー
八
九
一
一�

　
℻
〇
五
五
四
ー
四
三
ー
八
九
一
二�

�����

【
二
級
建
築
施
工
管
理
技
術
検
定
試
験

　
受
験
準
備
講
座
】�

�

□
日
　
時�

　
平
成
十
四
年
八
月
予
定
（
十
日
間
）

　
午
後
六
時
〜
午
後
九
時�

□
場
　
所�

　
富
士
吉
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校�

□
受
講
料�

　
会
　
員
　
一
五
、
〇
〇
〇
円�

　
会
員
外
　
一
七
、
〇
〇
〇
円�

　
　
（
願
書
代
・
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

□
募
集
期
間�

　
平
成
十
四
年
六
月
十
四
日
（
金
）
ま

　
で�

�

【
二
級
管
工
事
施
工
管
理
技
術
検
定
試

　
験
受
験
準
備
講
座
】�

�

□
日
　
時�

　
平
成
十
四
年
八
月
下
旬
か
ら
十
日
間

　
午
後
六
時
〜
午
後
九
時�

□
場
　
所�

　
富
士
吉
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校�

□
受
講
料�

　
会
　
員
　
一
五
、
〇
〇
〇
円�

　
会
員
外
　
一
七
、
〇
〇
〇
円�

　
　
（
願
書
代
・
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

※
願
書
販
売
は
四
月
二
十
三
日
よ
り
販

売
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
管
工
事

を
受
講
さ
れ
る
方
は
お
早
め
に
・
・
・�

�

◆
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ�

　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会�

☎
〇
五
五
五
ー
二
二
ー
五
二
一
四
ま
で�
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・�
30

２�
・�
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職
業
訓
練
協
会
よ
り�

住 

民 

課 

よ 

り�

国
民
健
康
保
険
の
得
喪
に
つ
い
て�



　�

（８）

山
梨
大
学
の
校
章�

の
公
募
の
ご
案
内�
参
加
者
募
集�

���

日
本
小
型
自
動
車
振
興
会
補
助
事
業�

『
青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ
』�

〜
日
本
・
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
子
ど
も
た
ち
が
富
士
山
の
ふ
も
と
に

集
合
　
み
ん
な
一
緒
に
楽
し
い
キ
ャ
ン

プ
、
新
し
い
友
だ
ち
と
ワ
イ
ド
に
遊
ぼ

う
〜�

■
期
　
間�

　  

七
月
三
十
一
日
〜
八
月
四
日
（
四
泊
五
日
）�

■
場
　
所�

　
山
梨
県
山
中
湖
村
営
山
中
湖
キ
ャ
ン

　
プ
場�

■
対
象
と
定
員�

　
小
学
校
四
年
生
〜
中
学
校
三
年
生�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
〇
名
　

　
外
国
人
　
　
　
　
　
　
　
四
十
名�

■
内
　
容�

　
富
士
登
山
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
野
外
炊
飯
、�

　
ア
ン
ダ
ー
ス
タ
ー
ス
リ
ー
ピ
ン
グ
な
ど�

■
申
し
込
み
締
め
切
り�

　
七
月
五
日
（
金
）
先
着
順
受
付�

■
参
加
費
　�

・
小
学
校
　
三
九
、
〇
〇
〇
円�

・
中
学
校
　
四
〇
、
〇
〇
〇
円�

■
事
業
説
明
会
　�

　
平
成
十
四
年
七
月
七
日
（
日
）�

　
午
後
一
時
三
十
分
〜
二
時
三
十
分�

　
静
岡
商
工
会
議
所
　
四
〇
三
号
室�

　
静
岡
市
黒
金
町
二
十
ー
八�

　
℡
〇
五
四
ー
二
五
三
ー
五
一
一
一�

■
お
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先�

　
文
部
科
学
省 

所
管�

（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会�

　
℡
〇
三
ー
三
三
五
九
ー
八
四
二
一   

　E
-m

ail  info@
kskk.or.jp�

　
〒
一
六
〇
ー
〇
〇
〇
四�

　
東
京
都
新
宿
区
四
谷
二
ー
十
一  

大
村
ビ
ル
三
階�

※
参
加
費
、
事
業
説
明
会
は
、
現
地
　

　
集
合
の
場
合
で
す
。�

����

「
山
梨
大
学
」
と
「
山
梨
医
科
大
学
」

は
、
平
成
十
四
年
十
月
に
統
合
し
、
新

た
に
『
山
梨
大
学
』
と
し
て
発
足
し
ま

す
。
新
大
学
の
創
設
を
機
に
、
記
念
事

業
の
一
つ
と
し
て
、
大
学
の
シ
ン
ボ
ル

と
も
な
る
べ
き
校
章
を
制
定
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
つ
い
て
は
、
そ
の
デ
ザ

イ
ン
を
広
く
公
募
し
ま
す
の
で
、
奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。�

�
●
目
　
的�

　
新
大
学
の
理
念
・
目
標
・
特
色
や
山

　
梨
と
い
う
地
域
を
表
現
し
た
、
新
大

　
学
に
ふ
さ
わ
し
い
校
章
（
シ
ン
ボ
ル

　
マ
ー
ク
）
を
制
定
し
、
校
旗
・
レ
タ

　
ー
ヘ
ッ
ド
・
出
版
物
・
学
生
証
な
ど

　
に
使
用
す
る
。�

●
主
　
催�

　
山
梨
大
学
お
よ
び
山
梨
医
科
大
学�

●
公
募
内
容�

　
校
章
（
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
）�

●
公
募
期
限�

　
平
成
十
四
年
六
月
三
十
日
（
必
着
）

●
応
募
資
格�

　
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。�

●
作
成
要
領�

・
Ａ
４
版
白
色
の
厚
手
の
用
紙
を
使
用

　
し
、
適
度
に
余
白
を
残
し
て
デ
ザ
イ

　
ン
し
て
く
だ
さ
い
。�

・
画
材
は
自
由
で
す
。�

・
色
彩
は
白
・
黒
を
除
き
３
色
以
内
と

　
し
ま
す
。
た
だ
し
、
単
色
で
使
用
す

　
る
こ
と
も
考
慮
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

　
た
、
に
じ
み
・
ぼ
か
し
な
ど
の
中
間

　
調
の
な
い
も
の
と
し
て
く
だ
さ
い
。

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
画
像
の
場

　
合
は
、
Ａ
４
版
白
色
の
厚
手
の
用
紙

　
に
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
く
だ
さ
い
。�

●
応
募
要
領�

　
「
山
梨
大
学
校
章
（
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

　
ク
）
応
募
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記

　
入
の
上
、
作
品
と
と
も
に
、
下
記
に

　
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、

　
封
筒
の
表
に
「
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
公

　
募
」
と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。
応

　
募
点
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

　
用
紙
一
枚
に
つ
き
一
点
と
し
ま
す
。�

●
選
　
考�

　
新
山
梨
大
学
校
章
選
考
委
員
会
で
選

　
考
し
ま
す
。�

●
発
　
表�

　
七
月
下
旬
頃
、
入
賞
作
品
の
応
募
者

　
に
直
接
連
絡
す
る
ほ
か
、
両
大
学
の

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。�

●
表
　
彰�

　
最
優
秀
作
品
、
優
秀
作
品
、
佳
作
そ

　
れ
ぞ
れ
一
点
ず
つ
を
表
彰
し
ま
す
。

　
最
優
秀
作
品
に
は
、
謝
礼
と
し
て
三

　
十
万
円
を
お
支
払
い
し
ま
す
。�

●
応
募
条
件�

　
応
募
に
当
た
っ
て
の
条
件
は
次
の
と

お
り
で
す
。�

①
未
発
表
の
新
規
デ
ザ
イ
ン
案
に
限
り

　
ま
す
。�

②
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
、
新
山
梨
大

　
学
に
無
償
で
譲
与
し
て
い
た
だ
き
ま

　
す
。�

③
応
募
作
品
は
、
返
還
し
ま
せ
ん
。�

④
応
募
に
当
た
っ
て
要
す
る
経
費
は
、

　
応
募
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。�

⑤
採
用
作
品
は
、
色
彩
の
変
更
も
含
め

　
た
補
作
・
修
正
を
行
な
う
場
合
が
あ

　
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ

　
い
。
な
お
、
そ
の
際
に
は
、
事
前
に

　
連
絡
い
た
し
ま
す
。�

●
ご
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ
先�

　
山
梨
大
学
　
統
合
準
備
室�

　
〒
四
〇
〇
ー
八
五
一
〇�

　
甲
府
市
武
田
四
ー
四
ー
三
十
七�

　
電
話
〇
五
五
ー
二
二
〇
ー
八
〇
一
四

E
-m

ail togo@
akjim

.yam
anashi.ac.jp

公
募
に
関
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

�����

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
正
規
の
大
学
で
す
。

★
視
聴
方
法�

・
ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
Ｔ
Ｖ 

（
テ
レ
ビ

　
２
０
５
ｃ
ｈ
・
ラ
ジ
オ
５
０
０
ｃ
ｈ
）

　
全
国
放
送
中�

・
地
上
放
送
（
テ
レ
ビ
Ｕ
Ｈ
Ｆ
１
６
ｃ

　
ｈ
・
ラ
ジ
オ
Ｆ
Ｍ
７
７
・
１
Ｍ
Ｈ
ｚ
）

　
関
東
地
域�

・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ�

　
放
送
大
学
の
番
組
を
放
送
し
て
い
る

　
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
局
で
視
聴
で
き
ま
す
。�

���

■
募
集
期
間�

・
教
養
学
部
・
大
学
院
修
士
科
目
生�

　
平
成
十
四
年
六
月
十
五
日
（
土
）
〜

　
平
成
十
四
年
八
月
十
五
日
（
木
）�

・
大
学
院
修
士
全
科
生
（
平
成
十
五
年
度
）�

　
平
成
十
四
年
九
月
一
日
（
日
）
〜
平

　
成
十
四
年
九
月
十
四
日
（
土
）�

●
教
養
学
部�

〈
学
生
の
種
類
〉�

・
全
科
履
修
生
　
四
年
以
上
在
学
し
、

　
「
学
士
（
教
養
）
」
の
学
位
の
取
得

　
を
目
指
す
学
生�

・
選
科
履
修
生
　
一
年
間
在
学
し
、
希

　
望
す
る
科
目
を
履
修
す
る
学
生�

・
科
目
履
修
生
　
一
学
期
間
「
六
カ
月
」

　
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
す

　
る
学
生�

〈
特
　
長
〉�

○
「
学
士
（
教
養
）
」
の
学
位
が
取
得

　
で
き
ま
す
。
　
　
（
全
科
履
修
正
）�

○
十
五
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
入

　
学
で
き
、
人
文
・
社
会
・
自
然
・
産

　
業
等
の
幅
広
い
分
野
の
科
目
（
約
三

　
百
科
目
）
か
ら
学
べ
ま
す
。�

　
　
　
　
　
（
選
科
・
科
目
履
修
生
）�

○
短
期
大
学
・
専
門
学
校
な
ど
か
ら
も

　
三
年
次
編
入
学
が
で
き
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
全
科
履
修
生
）�

○
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

●
大
学
院�

〈
学
生
の
種
類
〉�

・
修
士
全
科
生
　
原
則
と
し
て
二
年
間

　
在
学
し
、
「
修
士
（
学
術
）
」
の
学

　
位
の
取
得
を
目
指
す
学
生�

・
修
士
科
目
生
　
一
学
期
間
「
六
カ
月
」

　
在
学
し
、
自
分
の
学
習
・
研
究
し
た

　
い
科
目
を
選
択
し
て
、
一
科
目
か
ら

　
履
修
す
る
学
生�

〈
特
　
長
〉�

○
「
修
士
（
学
術
）
」
の
学
位
が
取
得

　
で
き
ま
す
。
入
学
者
選
考
を
行
い
ま

　
す
。
　
　
　
　
　
（
修
士
全
科
生
）

○
十
八
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
入

　
学
で
き
ま
す
。
　
（
修
士
科
目
生
）

○
総
合
文
化
・
政
策
経
営
・
教
育
開
発

・
臨
床
心
理
の
四
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

　
科
目
か
ら
学
べ
ま
す
。�

○
現
職
教
員
の
方
の
専
修
免
許
状
取
得

　
に
利
用
で
き
ま
す
。�

�

★
資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
先�

　
放
送
大
学
　
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー�

　
〒
四
〇
〇
ー
〇
〇
一
六�

　
甲
府
市
武
田
四
ー
四
ー
三
十
七�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
梨
大
学
内
）

　
電
話
〇
五
五
ー
二
五
一
ー
二
二
三
八

　
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　 �

　�　
Ｆ
Ａ
Ｘ
情
報
サ
ー
ビ
ス�

　
〇
四
三
ー
二
一
一
ー
八
三
五
一�

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル�

　
〇
一
二
〇
ー
八
六
四
ー
六
〇
〇�

�

！�

青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ�

http    info.akjim.yamanashi.ac.jp  kikaku  kobo
/

/
/

/
/：�

平
成
十
四
年
度
第
二
学
期
学
部
生
・
大�

学
院
修
士
科
目
生
お
よ
び
平
成
十
五
年�

度
大
学
院
修
士
全
科
生
学
生
募
集�

放 

送 

大 

学�

〜
自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス
〜�

http  // w
w
w
.u air.ac.jp/ hp

：
�

！�

！�

-
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平成14年度自衛官募集案内�

募集種目� 資格�

区　　分�

二等陸・海・空士�

曹 候 補 士 �
（陸・海・空）�

一般曹候補学生�
（陸・海・空）�

航 空 学 生 �
（ 海 ・ 空 ） �

防衛大学校学生�

防衛医科大学校学生�

看 護 学 生 �

自 衛 隊 生 徒 �

幹 部 候 補 生 �

予備自衛官補�

１８歳以上２７歳
未満の者　�

１８歳以上２７歳
未満の者　�

１８歳以上２４歳
未満の者　�

高 卒 （ 見 込 ） �
２１歳未満の者　�

高 卒 （ 見 込 ） �
２１歳未満の者　�

高 卒 （ 見 込 ） �
２１歳未満の者　�

高 卒 （ 見 込 ） �
２４歳未満の者　�

中 卒 （ 見 込 ） �
１７歳未満の男子

２２歳以上２６歳
未満の者　�

１８歳以上３４歳
未満の者　�

１ ８ 歳 以 上 �
保有する技能に応じ�
53～55歳未満の者�

願書受付期間� 第 １ 次 試 験� 概　　　　　　要�

８月５日�
　　　　�
�
�
�
９月６日�

〜�
９月12日�
　　　　�
�
10月1 1日�

〜�

〜�

※１�

※１�

推
薦�

一
般�

９月５日～９日�

９月12日～10月11日�

Ｈ14年1 1月５日�

Ｈ15年１月７日�

〜�

〜�

Ｈ15年１月中旬�

Ｈ15年４月中旬�

〜�

Ｈ15年４月上旬�

　　　５月上旬�

●第１回�
Ｈ15年４月中旬�
●第１回�

Ｈ15年10月中旬�
●第２回�

Ｈ15年７月中旬�

Ｈ15年10月中旬�

●第２回�

９月24日（女子）�
９月17・18日の�
いずれかの１日�
　　　　 （男子）�

９月14日�

９月21日�

９月22・23日�

1 1月９・10日�

1 1月２・３日�

10月22日�

Ｈ15年１月1 1日�

Ｈ15年５月下旬�

第１回で採用予定者�
に達した場合、第２�
回は実施しない。�

２年または３年を１任期として採用�
曹・幹部への道も有り�

入隊後３年経過以降３等陸・海・�
空曹へ�

入隊後２年で３等陸・海・空曹へ�
昇任�

ジェット機・レシプロ機・ヘリコプ�
ター等のパイロット養成コース�
入隊後６年で幹部昇任�

卒業後１年で幹部自衛官に昇任�

医師免許取得後は幹部自衛官に昇任�

入隊後４年で３曹へ昇任�

一般・技術・医科・歯科課程等有り�

３年間で５０日間訓練参加後�
予備自衛官として採用�

２年間で１０日間訓練参加後�
予備自衛官として採用�

看護師免許取得後２等陸曹に昇任し�
各地の自衛隊病院で勤務�

一
　
般�

技
　
能�

URL   http：//www.eps1.comlink.ne.jp/ ̃yplo/
（注）１.�
�
　　　２.�
�
　　　３.�
�
　　　４.　�

※１の平成１５年３月新規中学校・高等学校卒業予定者及び中等教育学校前期課程修了予定者、卒業予定　
者の受付については、上表にかかわらず、文部科学・厚生労働両省から示された期日以降実施します。�
資格欄中の「高卒」は中等教育学校卒業者を、「中卒」には中等教育学校の前期課程修了者をそれぞれ含　
みます。�
応募資格年齢の起算日は、募集種目ごと異なっています。細部の内容等については、それぞれの募集要項　
で確認して下さい。�
募集人員は、予定数を示し、変わる場合がありますので自衛隊山梨地方連絡部で確認して下さい。�

●応募者の受付場所�
応募者は下記の住所、または各市町村受付窓口までお問い合わせ下さい。�

（１）自衛隊山梨地方連絡部　大月募集事務所�
　　　住所　大月市御太刀２ー８ー10　　 電話　０５５４ー２２ー１２９８�
（２）自衛隊山梨地方連絡部　甲府募集案内所�
　　　住所　甲府市丸の内２ー14ー13　　電話　０５５ー２２８ー６４２７�
（３）自衛隊山梨地方連絡部　三珠分駐所�
　　　住所　東八代郡三珠町上野６１３　 電話　０５５ー２７２ー０８８４�
（４）自衛隊山梨地方連絡部　本部�
　　　住所　甲府市北新１ー７ー９　　　 電話　０５５ー２５３ー１５９１（代）�
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総
務
省
で
は
、
六
月
一
日
か
ら
十
日

迄
、
「
電
波
利
用
保
護
旬
間
」
と
し
て
、

携
帯
電
話
、
消
防
・
救
急
無
線
、
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
市
民
生
活
に
欠
か
せ

な
い
電
波
の
利
用
を
保
護
す
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
社
会
生
活
を
脅
か
す

不
法
な
電
波
を
な
く
す
た
め
、
電
波
は

ル
ー
ル
を
守
っ
て
正
し
く
使
い
ま
し
ょ

う
。�

�

■
問
い
合
わ
せ
は
関
東
総
合
通
信
局�

・
不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
妨
害�

　
〇
三
ー
三
二
一
四
ー
一
六
二
六�

・
電
話
機
・
各
種
電
子
機
器
へ
の
不
要

　
電
波
障
害�

　
〇
三
ー
三
二
一
四
ー
一
六
一
〇�

・
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害�

　
〇
三
ー
三
二
四
三
ー
八
六
九
七�

�������

　
今
回
は
、
「
男
女
共
同
参
画
社
会
に

か
か
る
男
女
平
等
意
識
」
に
つ
い
て
の

配
信
で
す
。�

「
す
べ
て
の
国
民
は
、
法
の
下
に
平
等

で
あ
っ
て
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社

会
的
身
分
又
は
門
地
に
よ
り
、
政
治
的
、

経
済
的
又
は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
、

差
別
さ
れ
な
い
。
」
こ
れ
は
、
日
本
国

憲
法
第
十
四
条
に
う
た
わ
れ
た
一
節
で

す
。�

　
そ
し
て
、
平
成
十
一
年
、
国
は
「
男

女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
を
施
行
し

ま
し
た
。
法
の
下
で
は
男
女
は
平
等
で

す
。�

　
し
か
し
な
が
ら
、
社
会
的
に
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
国
が
前
述
の
こ
う
し
た

法
を
制
定
す
る
こ
と
に
表
現
さ
れ
る
よ

う
に
、
国
民
の
意
識
は
男
女
に
格
差
を

生
じ
て
い
ま
す
。
何
が
そ
の
よ
う
な
意

識
を
生
ん
だ
の
か
。�

・
男
女
の
性
差�

・
各
人
の
生
き
た
時
代
背
景
（
教
育
）

・
家
族
の
世
帯
構
成
　
　
等
々�

　
こ
の
よ
う
な
中
で
多
く
の
人
が
、
男

女
の
固
定
的
な
役
割
分
担
を
前
提
と
し

た
制
度
や
慣
行
に
甘
ん
じ
て
き
た
結
果
、

法
が
求
め
る
男
女
平
等
が
損
な
わ
れ
て

き
た
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。�

　
中
で
も
根
強
い
風
習
は
、
「
男
は
外

に
出
て
、
女
は
内
を
守
る
」
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
で
は
、
外
に
出
た
女
は

ど
う
す
る
の
か
。
そ
れ
で
も
「
内
を
守

る
（
ら
）
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。
男
女
と
も
与
え
ら
れ
た
時

間
は
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
夢
も

希
望
も
等
し
く
あ
る
こ
と
。
お
互
い
を

尊
重
し
た
中
で
、
自
分
が
自
分
ら
し
く

あ
る
こ
と
。
そ
し
て
自
分
が
幸
福
で
あ

る
か
と
い
う
こ
と
。
ま
ず
個
を
大
切
に

す
る
こ
と
が
男
女
平
等
へ
の
近
道
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。�

　
村
民
の
皆
様
は
ど
う
お
考
え
に
な
り

ま
す
か
？
法
で
い
う
男
女
平
等
は
か
な

え
ら
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
な
ぜ
男

女
共
同
参
画
社
会
な
の
か
、
い
っ
し
ょ

に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。�

　
　
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊�

　
第
十
回
忍
野
村
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
策
定
委
員
会
は
富
士
女
性
セ
ン
タ
ー

プ
ラ
ン
学
習
出
前
講
座
か
ら
館
長
の
吉

原
五
鈴
子
さ
ん
を
迎
え
て
『
男
女
共
同

参
画
　
何
を
変
え
る
か
　
ど
う
進
め
る

か
』
と
題
し
た
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

写
真
は
講
演
会
の
模
様
で
す
。�

��������������

�

( 10 )

総
務
省
よ
り�

　
み
ん
な
が
幸
せ
な
社
会
の
た
め
に�

〜
男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ
し
て
〜�

５月１５日（水）�

　内野４８５７番地の湯山きよさんが５月５日
にて、満１００歳になりました。これからも元
気で長生きしてください。おめでとうございます。�

（仮称）忍野村生涯学習館建設工事起工式が行
なわれました。�

４月１７日（水）�



  

�

Turkey ? ターキー？�

�

●今月のワンポイントレッスン�

　Ａ： この辺のお勧めの観光地はどこですか。�
　Ｂ：  ・  ・  ・ がいいですよ。�
�

スティーブ  リスマン�Steve  Rissman

( 11 )

   Hello, everyone. Well, it is already June. How are you keeping?�
   Traveling overseas is the best way to get to know the world, 
if you are so inclined and have the opportunity.�
   There are many countries that have a different name in English�
than in Japanese such as Germany and Greece. Turkey is another. 
It is not to be confused with the bird that is often eaten at 
Christmas or getting three strikes in a row in tenpin bowling.�
   Turkey is a fascinating country and about twice the size of 
Japan. It remains one of my favorite places that I have visited. 
It is famous for coffee, carpets, mosques and the Grand Bazaar. 
The capital is Ankara, in the center of the country, but Istanbul 
is much more well known. It is said to be the place where Europe 
and Asia meet.  It is called “The Bridge between Asia and 
Europe”. Turkey has a long history with many amazing Roman 
and Greek ruins, including the famous city of Troy.�
   However, what impressed me the most about Turkey was its 
magnificent, unique nature. Cappadocia has numerous strange 
shaped rocks, which look like giant mushrooms. People carved 
dwellings into the rock hundreds of years ago. There are even 
churches with beautiful portraits on the walls in underground 
cities.�
   Pamukkale, which means“Cotton Castle ”in Turkish, is another 
unique place. There are fantastic, huge, white terraces made of 
lime on the side of a mountain, which can be seen from far away. 
Warm water flowing down has created pools almost big enough 
to swim in. They make up a sight you will never forget. �
   Turkey often appears on the list of places where you must take 
a little extra caution when traveling, but is a great tourist 
destination and the people are very freindly, too.�
�
This month's easy English expression：�
A： What is the best place to see around here?�
B：  You should go to...

　こんにちは、皆さん。もう６月ですね。ご機嫌いかがですか？�
　皆さんが、興味があって、機会があれば、海外旅行は、世界のことを
知るのにとてもよい方法だと思います。�
　ドイツ（ジャーマニー）、ギリシャ（グリース）など英語と日本語で国名
の言い方の違う国はたくさんありますが、トルコ（ターキー）もその一つ
です。ターキーと言っても、クリスマスの時、食べる鳥やボーリングで３回
連続してストライクを取った時のターキーとは違います。�
　トルコは、日本の二倍ほどの大きさで大変魅力のある国です。私が訪
問した場所の中でも大好きな国の一つです。コーヒーやカーペットモス
ク、グランバザールが特に有名です。首都は、国の中央にある、アンカ
ラですが、「アジアとヨーロッパの架け橋」とも呼ばれ、東洋と西洋の出
会う場所、イスタンブールのほうがよく名前は知られています。トルコに
は、有名なトロイの町など、ローマやギリシャの素晴らしい遺跡、廃墟が
数多くある、長い歴史のある国です。�
　私が、一番感激したのは、壮大で他には類を見ないトルコの自然で
した。カッパドキアには巨大キノコのような奇岩群があります。何百年も
前に、人々はそこに岩窟住居を造りました。地下都市には、壁に美しい
肖像のある教会さえもあります。�
　トルコ語で「真綿の城」という意味を持つ、パムッカレもまた独特の景
観を持つ場所です。そこには、遠くからも見ることができる、素晴らしい
巨大な白いテラスの石灰棚が山の斜面にあります。それぞれのテラス
には温泉水が流れ込み、そこに貯まり、泳ぐこともできます。その光景は
一度見たらきっと忘れることができないでしょう。�
　トルコは時々、旅行危険地域のリストに名前が載ることもありますが
とても素晴らしい観光地で、人々もとてもフレンドリーです。�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�

こどものつぶやき�

♦その１　鯉のぼりを見ながら�
Ｒ男　  「鯉のぼりを食べたいなあ」�
保育士  「鯉のぼりってどんな味がするのかな？」�
Ｒ男　  「鯉のぼりの味だよ   」　  　   ～２歳児～�
�

★歯科検診で順番を待つ間に�
　Ｋ男  「むし、何匹いるかな？」 　　　　  ～年少児～�
�
�
★シチューの中のブロッコリーを指して�
　　　  「マツボックリ嫌い、取って」 　　  ～年少児～�
�
�
★じゃがいもの種まきの日の朝�
　母　  「お母さん、じゃがいもの種って知らないから、�
　　　　どんな種か見てきてね」 �
　　　～夕方、お迎えにきた母に～�
　Ｉ君  「あのね、じゃがいもの種ってやっぱりじゃが�
　　　　いもだった   」�
　母　  「そうだったんだ   」　　　　　　  ～年少児～�
�
�

★結婚記念日で食事に出かける父と母に�
　祖母  「いせいで行け　」�
　Ｍ子  「おばあちゃん、いせいで行けじゃないでしょ、�
　　　  『いってらっしゃい』でしょ　」　   ～年少児～�
�

♦その２　鯉のぼりを見ながら�
Ｋ男　「おじいさんの鯉のぼりがいないね。おば�
　　　  あちゃんも・・・」　　　   　　 ～年中児～�
�
♦その３　風のない日、鯉のぼりを見ながら�
保育士  「鯉のぼり、風がないと泳がないね」�
Ａ子　  「パタパタパタ・・・」�
保育士  「Ａ子ちゃん、何してるの？」�
Ａ子　  「こうすればいいんだよね」　～年少児～�
�
�

！�

！�

！�

！�
！�

（手をパタパタしながら）�

★鯉のぼり特集�

、�

、�

、�

、�
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母子健康手帳交付及びなんでも健康相談�
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妊婦教室①・中学校ツベルクリン反応検査�
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�

妊婦教室②�
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　父の日�
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